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安積　当館の参考書三部でr人物文
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献索引』（1）刊行の計画がたてられて，

まず人文編が刊行されましたのは，昭

．和42年8月でありました。その後，経

済・社会編が44年3月に，そして，法



律・政治編が昨47年3月に，刊行され

ましたことは，ご承知の通りです。

　この索引は，はしがきに書いてあり

ますように，当館所蔵の各種の邦文資

料のうち，人文編については戦後20年

間の，・また他の2編については明治以

降編集時までの刊行物の中から1それ

ぞれの分野について業績をもつ日本

’人・外国人について，伝記的記事を検

索する便を考えて，作成されたもりで

?閧ﾜす。

　印刷してみますと，その内容に多く

の不備があるにもかかわりま’せず，幸“

いに各方面から好評をもって迎えられ

ましたが，3番目の法律・政治編が刊

行されますと，早速これ以後発行され

続けている資料についての，補遺編の

要求が当然出てきます。そζで，これ

を編集しました3課（人文・経済社

会・法律政治の各課）で，この問題に

ついて相談したのですが，現実には，

いろいろな困難が少なくなく，手がか

りをつかむのも，た易くはないことを

改めて感じた次第で，，話合いの中から

とりあえず，外部の専門家の批評なり

意見を聞いてみたいという：希望が出た、

おけです。

　そこで，そういう問題について考え

ていただける人を探してみましたとこ

う・手近いところ法政大学期学研究室

の森睦彦氏と慶応義塾大学日吉情報セ

yターの卑山歯軸がおられますので，

お騨・してご承諾をいただけましたの

で，本日この会を催した次第です6’こ

、の却ふたりに，当館整理部の石山洋弓

にも加わっていただいて，座談のなか

で，伝記とか人物資料の編集上の経験

とか，問題点を語っていただくことに

しました。

　したがいまして，ここでのお話の内

容は，われわれの作bた入物文献索引

の直接の批評というのではなく，一般

に伝記資料とか文献索引を作る上でど

ういう問題があるかというような郵程1

主となるかと思います。こういう座談

会は，従来にない企画と悪いますがb．

この種㊧作業を計画中の方にはもちろ

ん，それを利用される方面でも，非常

に興味深い記録となると思います。

　まずはじめに，ご自分の仕事に関し

てお話していただきたいと思います。

いかがでしまうか，森さんから6

r日本人物文献目録』のこと’

　森　私どものr日本人物文献目録』（2），

の仕事が，どうして始まらたかについ

@x・てから，お話ししたいと思います。

　実は，発足は非常に単純でございま

した。私どもの学校の大学院で，ある

研究会が首回に達しましたとぎに；何

か記念に論集を出そうかということが

学生から出ましたところ，主任の教員

’が海外交渉史の岩生成一で，かねがね．

欧米に比較して日本の人物研究が遅

れ，とくに関係文献目録類が不足して

いることを指摘していまして，論集も

結灘が，この機会にこれをやって見

ないかと提案して，岩生が東大に在任

中に編集した学術会議のr：文科系文献
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目録』幽の第14「日本近代史・伝記篇」（3）

を見本として，もっと網羅的なものを

作ろうというこξになりました。そし

て，昭和41年7月から大学院生と院卒

業生とで委員会を作って作業が始ま

り，以後組織の改変はありますが，今

日まで続いています。その間ご存知の

学園紛争がありまして1大幅な遅滞が

ありました。

　明治初年から昭和41年末までに刊行

された図書・論文を収集し，当初時代

別にして刊行しようと思いましたが，

しばらく仕事を進めていくう1ちに，各

時代のボ・一ダーライソをどうするか，

大変難しい作業になることがわかりま

したので，思い切って全時代込み，ま

た職業別などは考えない総合主義のも

のにしようということになりました。

　教員の希望で，図書だけでなく雑誌

論文も入れようということで，人文系

の雑誌から雑誌論文の採集にも着手し

ま・した。その上さらに注文がついて，

その人の略歴程度は頭につけようとい

うととでしたが，これは不可能なヒと

ですから願V｛下げにしました。

　だいたい，35，000人分，12万件の文

献カードが整理を終り，西六倍判，「7

ポ，’縦3段組で，1，200頁になると思

います。

　この間，私がほぼ専任のようにな幽

り，学生の助力で採集・配列を実施し

ましたが，学隼諸君の好意による形で

は出欠が常ならずで，常勤の手がどう

しても必要となり，家庭人・学生アル

7ミイトを雇うことにふみ切りました。

出席者紹介（発言順）

もり・むつひご氏

　法政大学史学研究室

まるやま・まこと氏

　慶応義塾大学日吉情報マン分列

　　テクニカル・サービス課長

いしやま・ひろし氏・

　当館整理部分義民課長補佐

校正は・R・一トの家庭’の主婦とアルバイ

ト学生各1人，，計3人で2ヵ年近くか

けて実施中です。

　二次文献で186種類を主体として，

それに人文系の雑誌や紀要類と各分野

の主要な雑誌からも直接に採集しまし

た・岡惚㊧タイDヒは714ほどで
す。直接といっても総目録があるもの

はそれを使いました。940万枚程カード

を作り，個人別に排列して，』 d複は捨

てました。

　作業上の反省としては，この種の目

録編成の基礎としての道具類，たとえ

ば特殊部門の辞，典類・地方の人名録が

常備できなかったことは，作業の能率

を低下させました。それも後半紛争を

さけて，平凡社にお願いして，関連会

社に仕事机を拝借して学外に出てから

この点は特に感じました。また，二次

文献を主体として採集した点と，作業

者の質と申しますか，図書館学の受講

者も少なく，学業なかばの者が大部分

でしたので，基本になるカードが充分』

信頼でぎるものばかりでない凸凹がで・

きてしまったりしました。・

　，それに個人の能力には限界がありま
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す。諸部門の専攻者によるチームで作

業することが，最も望ましいことなの

ですが，充分な体制が作れなかった等

々の基本的な不備が多分にございます

，が・全時代を通．L・部門も網羅［雑誌

論文にも力を入れたという薪しい面も

あります。断層ピ刊行できそう．ですか

ら，ご批判を頂きたいと思います。．

　安積　正式な書名は何といいます

かσ

　森　r日本人物文献目録』です。，

　日本では，人物文献索引は，「4，5点’

ほどしがありません。掴比谷図書館の

一r伝記資料索引』（4），昭和10年に出版さ

れだ高梨光司さんのr維i新史籍解題・

’iilii記筋』（5）・そ．れから　「明治以降卒献

，晦」（6’・これはr躰歴史』138号に

出たものです。それから先のr文科系

蝿騰』・こ浦近代史関係です・

それに，こちらのr人物文献索引』の

5種ぐらい・だと思います。，あと部門蔀

門では，社史・経営者の伝記（7）が，’東

大と一橋大から出ています。

．’G葎．，一番役に立？たものには，ど

んなものがありますか。

　森’それぞれに特徴がありますね。’

日比谷のものは，叢伝・列伝類を非常

に細かく分轄して入れてあります。雑

誌論文も加えてあp，人名は仮名標記

があり，そして肖像も明示してありま

すが，．発行所と刊行年がなく，、細分さ

れすぎていますQ高梨さんのもの嬬

時代・分野が明治維新に限られていま

すが，回書に解題がっく点は他に例が

tt．t ?閧ﾜせん。『日本歴史』のは，帝国

図書館目録がら集めたものらしいので

すが，書名・著編者・刊年しかありまぜ

んが，調査の目安にはなるでしょう。

r文科系文献目録』は，近代史部門で

高梨さんのものの後を埋めるもめです

が，．図書と少し雑誌を含め，解題はあ

りません。ぎっしりとつまっていて，

検索しにくいですね。でも，それぞれ

全部吸収させていただきました。

時代の流行と人物の評価

　　朝倉　森さん，それをおやりになつ

　て，戦後の歴史研究の中で，．ここでは

　伝記研究ですが，戦後なりの特長があ

一ると思われるんですが，どうですか。

　　森tt結局，人間にも流行があるとい

」うことは感じます。神武天皇等は，ほ

　そぼそとありますね。礫茂左衛門，佐

　倉二五とかは，史観は違いますが高い

　ている。はっきりいって，時代の波と

　いうものは，集めた交献に感じます。

　　朝倉　戦前の評価とは，また違った

　評価となったものがありましょうね。

　田沼三次などは，少し変った形になつ

　てきてますね。

　　森　それは確かにあります。単なる

　英雄が分析されたり，英雄ナント三主

　義から，新説ナントカという形にな

　り，書く方にも変化がありますね。

　　朝倉　戦前，悪玉と見られていた者

・が，善玉と見られたり。このところ，’

　歴史ブームが続いており，司馬遼太郎

　が書いたりなどして見方も変化してま．、

　すね。’たとえば斎藤道三。また別に㌧
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学問が流行の影響を受けて，本当は左

右されたりしてはいけないのですが，

研究の結果がある程産世間に迎えちれ

るということは，はげみにもなるとい

う点もありますしね。

　森　それは確かにそうですし，逆に

学者が学問のために，本当のことを書

けるかという，出版の基本的なことに

もかかわってくることではないかと思

います。

r福沢諭吉とその門下書誌』の

『できるまで

’安積　それではつぎに，丸山さんの

お話を。

　丸山　私は，あなたの専門は何です

かといわれるど，非常に困る㊧ですね。、

国会図書館りよう．な，大きな組織で，

多くの専門家をかかえているこういう

会に呼ばれて，お話することがないの

℃はないかと思うんです。ただ，こん

な書誌作成に興味をもった動機から話

を始めましょう。私はここ20年という

間一図書館歴20年ですが，何をやっ

てきたかと考えてみますと，・たまたま

一般参考；いわゆるレファレンスの仕

事をやってきました。その間いろいろ

感じたわけですが，結局，いま森さん

がおっしゃったように，日本の伝記関

係の資料を考えてみますと，非常に資

料がありそうでいて，『記事を探すとな

ると1ちゃんとなっていない。資料不

足ということを非常に感じました。

　たまたま勤めて5年ほどたった時，

慶応義塾が昭和33年に創立百年記念と

して，いろんな事業があり，そこた私

のレファレンスをしていた間にとって

いた，慶応義塾関係㊧人物に関する伝

記著作な一どのカードが，た’またま「文

献目録」としてまとめられ，それが『慶

応義塾文献集』（8）という秀りになって

刊行される契機になったわけです。こ

れが5月に話があって11月にまとめる．

という，非常に短時間でまとめ㌃けれ．

ばならなかったわけで，当時あったメ

モ程度のものにジ追加したような杜撰’

なものですが，それでも，「丸山君大

変よいことをしてくれたiということ『

で，公に参考業務の中に書誌作成とし

て取り入れられることになり，大変う

まくいったという気がしています。’

　はじめは；業務内容を教職員の著作

はどうなっているか調べたり，福沢諭

吉に関する参考質問が多いので，福沢

の伝記，著作，さらに慶応を出られた

方で）・卒業後政界財界また文壇に出て

おられる方々もかなゆおり，これらの

3つの柱でもって，関係交野をまとめ

てゆけばよいのではないかと思ってや

ったところe’この資料集みたいな形で

できたわけです。そんなことから刊行

したため，r慶応義塾百年史』（9）の付録

・資料集のようなものになったわけで．

す。

　こんな動機で，、人物に関することカX’．

私り興味の対象となうてしまったわけ

で，、もbばらそ布なご≧でやっている

間に，伝記関係の書誌や人名録，人名

辞典などρ参考図書，・辞典にはどんな
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’ものがあ「るかとか，種類，’欠点s長所

・を自分なりに学んだとや・うことで，し

　た。

　それから，たまたま慶応義塾に，福

沢諭吉を記念した，「福沢諭吉学事振

一興資金」というのが設置されまして，

その趣旨は，外国へ慶応義塾のいろい

・うな業績を発表するに意義ありと認め

’たも、のや，あまり．学術的で市販になら

ない出版物に対して補助するわけで，、

だいたい50万から100万出してくれる

ことになっているので，そこに何回か

申請したら，’これにも通bて第2のチ

ャンスができて，ご存知のようなr蕎

∴沢諭吉とその門下書誌』（10）というのが

274耳ですが，慶応通信から昭和42年

に出ました。先輩の意見を聞いたので

すが，そのねらいは，それまで，福沢

，自身の研究については十分とりあげて
’J

いるので，今回は，慶応義塾が百年二

二たのは，門下生に優秀な人がいて，

慶応を大事に維持してくれたその影響

があったと思われますので，その事実『

を顕彰することが第1ではないかとい

うこ．とで，L功労者の略歴とか著書とか

伝記資料を個々に調べて303人位にな

・りました。，

　参考図書の種類からいうと，』長沢雅

男ざんは，彼の著書で集合書誌と呼ん

でいますが，そんなような名称のもの

ができたわけで，学生（慶応では塾生

と呼んでいる）・にとっては，ξの朱生

炉どういう本を書いている，論罪塗書

いているということがわかるので，講

・義と結びついたり，先輩から見れば1

親父のことがでている，じいさんのこ

とがでているというわけで，人物につ

．し’・ての資料としても，話題としても，

非常時意義があったのではないかと思

って，まあまあ，こういケ方面に深入

りするようになったわけです。

　r福沢諭吉とその門下書誌』の構成

は，第1部に福沢諭吉の著作，56タイ

トル，152種類の本。研究文献とし・て

ユ，281タイトル。第2部を門下生303名’

の著作と略歴をのせ，4，340タイトル。

参考文献として，1，154タイトル。合

計6，775タイトルを収録しました。索

引には，．福沢諭吉著作書名索引，研究

文献を執筆者から引ける索引，’門下生

の氏名から引ける索引をつけました。

福沢書誌の周辺

，朝倉　丸山さんね，編集する途中

で，・一・番役に立ったものは，やはり門

下生の名簿ですか。

　丸山　そうですね。塾心魂両所が慶

応にありまして，「そこで出身者のこと

を調べているわけでp．私自身ずいぶん

そこで勉強させてもらい｝基本資料と

レて，図書館に保存されていたr慶応
義塾入門姓名録』（1bというものを，コ

ピーさせてもらい，それを座右の書と

して，人物調査を開始しました。これ

が私の書誌の人物選定のもっとも重要

な資料となったものです。内容は，も

っとも古いものは文久3年春から始’ま

り，第一番に入ったのはだれで，どこ

の藩で，親父はだれ，入門年月日はい．
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つといったものです。

　朝倉　紹介者も。

　丸山　それもあります。

　朝倉　緒方洪庵の適塾のに似てます

か。．

　丸山　そうですね。’

　朝倉　何年まで記載されているので

すか。

　丸山　福沢先生は，明治34年2月で

亡くなるのですが，その年の11月で終

っています。そのほかr医学所入社帳』

r法律学校入社帳』r幼稚舎入社帳』な・

どありまして，そんなものを参照した

わけです。
　　　　　　　　　　s
　朝倉　仕事を進めている問，新しい

資料を発掘なさったのではありません

か。

・丸山・そうですね。まあp．そんな意

味で，私は図書野屋なんだか，歴史家

なんだか，その間をいったりきたりし

ているのですが。

　朝倉　そんなもんですよ。図書館屋

は私も含めて。（笑）　．．一

　いろいろお使いになったものでも，

従来あまり使われてなかったものも大

分あるのでしょう。たとえば絵の入っ

ている演説家だけ集めた本があります

ね。

　丸山　たとえば，r銅版絵本英名百

首伝』（12）など絵が入ったり，和歌が入

ったり，引子入ったりしていますが，

そんなものも興味を持ちま．したが，最

も心をとられたことは，入門帳にある

人がその後どうなったかということが

少しもわからず，いろいろ探していく

うちにr国民過去帳』（13）が出てきて，

これは大変な人名辞典でした。最近復

刻されましてr明治過去帳』（14）になる

わけで，あれなんか2万人位収録され

まして，それが亡くなつ．た順に並んで

いるのが特長で，それがかなり，’こま

かい人物，普通の人名辞典に出ていな

い，貴族高官以外の市井の人’まで出て

くるということで，役立ったと思いま

す。これはr大正過去帳』（15）までやろ

うというζとになった契機です。、

　朝倉　発展したわけですね。’

唱本人の姓名の読みの難しさなど

　丸山　それが，一般的にいらて，’日

本の人物研究とか，こういう人名録と

’か履歴なんかの，いい本であるか，わ

るい本であるか，その過程で気がつい

たのですが，参考事務で取扱っている

参考書などを見ますと，一般的にしか

書いてない，表面的ですね。いかにも

アメリカあたりのンフナレンス・サー

ぜスの教科書なんかに書いてあるもの

を，横のものを縦にしたという感じで

すね。もっと，ヨーP，ッパのものも紹

介したり，実際に資料を見たりして，

もっと深く突込んだ，こうではないか

というような目のつけどころというよ『

うなものを見つけなくてはならないと

思います。とくに日本人の人物の場合

は，読み方自体とか，とくに江戸から

明治にかけては，明治のはじめは江戸

のなごりもありますから，雅号とか，’

氏名なんかと非常に複雑で歴史的伝統
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や慣習奉どあるわけです。そμを知ら

奉いとずい三三証します。．、

　維新戦争の折あの榎本武揚と一緒に調

函館へ行った方で，岡本周吉という人．

がいますが，この方は一生に4回位姓
　　ノ名を替え．ていまずけれど，それを知ら

ないと，図書館屋が目録をとる場合な

．ど，標目がみんな異なったところに排．

列されて，一人についての著書を全部

調べていくとなると，’、そういう知識が

ないと，ぽ：らばらに排列されてしま

う。それが同デ人物であるという・こと
ヵミわふらないですね．一こういう点をま，

こういう編さんをやる際に気をづけな

「くてぽいけないのではないだろうか。

　・もうひとつは，日本人は襲名すると

同一の名前で，初代何々とか2代の何

々とか，1またそれも目録Q不備もあり

ますが，それを同一人ととりちがえて

しまって，，著書を年代順に並べる際に

おかしくな？て；再校，三校の時にそ

の事が判明して，また訂主したなどど

いぢ失敗談もあります。一般的にいう一

と，やはり，人名録なんかは人名を何
にするかという収録の状況が非常に，

その文献なり，人名録なりの運命を左

右する，いいわるいを決定するもので

はな炉かと思います。

　それから，つぎに感じたことは，・内

・審ρ記事の正確さという時，非常に難

しいことですが，いまいったような事・

実が芝書誌を作る人の知識いかんで左

右され，優れたものにもなり』，役立た．

ぬものにもなりますね。、さらに，碓号’

・がわからないために，どういう人物か

　もわからないというような，それから

　襲名する場合，その人を同一に扱って

　しまったp，そんなこともあったりし

　てSt私の褥沢の書誌なんかも，まだ後

　から指摘されて訂正したのが，ずい分』

　とありました。一t

　　朝倉．日本人の場合，姓名の読み方

　に困難がありますね。それから，江戸

　時代だと，．号とか通称とかいろいろあ
r

　って，号で通っている場合もあり，通

　称で通っている場合もあったりで，ど

　れで統一するかということも当然考え

　なければならないことでしょう。蜀山

　人などは，号を10も20も持っている。

．　丸山そ5，ですね。そういう場合

『は，・参照をこまめにつけるというこ，と

　が考えられますね。十分な知識がない

　と，行届いたことはできませんね。

　、朝倉　辞典索引は，その背景にかな

　りの知識が要求されるわけで，たとえ

　ば，先日刊行された木村莱葭堂の白記

　の索引（16）なんかは，大変なもので，’

　どれから引いても出てくるようにしで

　昂る。近世の漢学者・芸術家の調査を

一方でしていないと．ダメですね。同様

　のことは，森さん，感じら泡たのでは

　ありませんか。

　　　　これまでの人名辞典など

　　森　そうですね6まず道具の不足と

　いうこと．を痛感しましたね。もちろ

　を，自分自身の知識のはばの狭さに，

　由来しまずけれど，まだ人名辞典でし

かとしたものがないと思います。現在
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使われているあの平凡社の旧刊本（17）

にしても，公称日本人は約6万人です

が，実数はもう少し少ないそうです。．

当時の販売政策として，約6万と称し

ていたというのですね。r暮しの手帖』

等が手きびしくチュックして，誇大広

告を批難してますが，平凡社から出し

ていただくのに欠点をあげにくいので

すけれども，1 �ｧの．r大日本人名辞
書』（18）をそのまま再録して『いるもの

が多いのですね。それと，戦後め出版

のとき，・お急ぎにならて，改稿しない

で出したのだから，見出しは新仮名で

すけれど，地は旧で入っており，－二宮

尊徳なんかも戦前の評価で入ちて．V・る

ということで，記事の内容でも評価が．

変っているものが多いのではないかと

思います。それから，r万葉集』に2

首以上のっていると採録するとかで欲

しいものが出てなくて，いらないもの

一というとおかしLkですが，入って

いる。「あまり，実質的た役立たない場

合があります。いま，：私山．さんがご指

摘になったことですが，同じ人が数ヵ

所に入っていることがある。それか

ち，西暦になおすときの計算違いがあ

ることが多い。そういう欠点がありま

す。しかし，欠点があっても，文献が

ない以上は使わなければならない。で

すから，割引いて使うところに難しい

ところがありますね。’

　それから，芳賀矢一さんのr日本人

名辞典』（19）のような，名や号から姓名

を引き出すのが日本ではもっと必要で

はないでしょうか。類縁のものでは，

r日本歴史大辞典』（20）が，わりに人名

が豊：富ではないかと思いますけれども

一般に人名辞典になくてとくに困った

のぽ，宗教人，つまり仏家ですね。無’

学祖元とか，どこからタイ．トルにして

よいか，宗派によって号が上にあった

り，下にあったり，それから字，慶の

読み方とか，慶はキョウと電読むでし

ょう。．現在，慶応の慶が通っているか』

ら，慶を正しく読んで下さるかどう

かb

　通称などで知れている者があって，

通称・本名どちらにしたらいいか。と

くに困ったのは，宗教家の場合は，中

国や朝鮮の方が，同じ漢字を使ってい

るために，入ってきてしまう6三三さ

んのr日本仏家人名辞書』（21）にない人

とか，いろいろ調べてみると，中国人

で日本に影響を与えている人なども自

然入ってくる。とくに，近世の文芸家

などの号の難しさ。

　それからもうひとつ困ったことは，

宮名で出てくる何々守とか，幕末の人

でもフルネームで出すことがなかなが、

できない。r維新史料』を読むと，何々

守の書簡というのが出てくる。引き出

せるものといえば，、『百官履歴』（22）位

しかない。そういうことで，辞典を作

る前に文献が必要である，文献がない

から辞典ができないという悪循環にな

ってきます。℃すから，そういう意味

でも，文献目録ができる、ということ’

は，重要な意味がありますね。・　、

　朝倉　編集している途中でですね，

ある程度過去に出ている簡単なもの，
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　　人名録の類があり・ますね。

　　　森ええ。

　　廟臥そういう人名録をまとめると

　　いうことが行なわれているといいなど

　　感じますね。＃とえば，江戸の諸家人

　　名録（23）など6江戸以外では，京大阪

　　にも一あります。これら以外では，名古

　　屋のなどは稀木ですね。’そういうもの

　．を複製するとか，またr武鑑』（24）など

　　も複：製して，おわりに索引をつけ：る，

　．そういうようなことはp．事典編集以前

　　で，行なわれていればかなり違います

　ね。

　　森　あればありがたいことですし，

　道要ですね。日本のことを調べるのに

　技術がいるようでは，まったく困りも

　のですよ。それで，そういう作業は地，

　道でもしてほしい。出す場合は，ある

　意味で，急いで出さずに，徹底的に調

　査した上で，ルビをふってほしい。き

　めつけをして，そういう材料を作って

　ほしいですね。材料とい．うか参考書

　を。

　　現代の紳士録はルビがないことが多

　　く1われわれの作業には役に立ちませ

　んでしたが，新聞社。年鑑付録の人名

　録は，重宝な道具のひとつでした。

　　、・丸山　いま，私がちょっ・と感じたご

　とは，調べていてわ参らない場合なん
　か，／．臼木には人名録または人名辞典に

　はどんなものがあるかと思らて，『興味

　を持って調べたことがあるのです。東’

　河ヒ大学のどなたでしたか。いい仕事を

．’ ﾈさっていますね。』

　　朝倉　官員録の類を集めた．ものです

　か，そのあとの人名辞典類の総目録（25）

　ですか。『

　　丸山．あとの方の。

　「森　矢島玄亮さんの。

　　丸山　そうです，そうです。書庫で

　見つけたr国民過去帳」も入っていた

　ので）’東北大学にもあるのだなと思っ

．たのですが・いったいこの編者は，ど

んな人なのか，探したのですよ。

　　朝倉　大阪でご健在だらたのでしょ

　う。

　　丸山　大植四郎さん。、なお，序文を

みると∴自家出版らしいです。∫慈恵医

，大を出て，人物に興味を持ち，墓碑参

　りをしたり，新聞記事を集めたりして，，

編集したらしいのですが，自費でやっ

て昭和10年に刊行，記念として饅頭本

のように配ったらしく，多少売れたら「

しいです。一般には流布しなかったら

しいのですが，慶応義塾では，時事新

報社からの寄贈本の中にあったので

す。東北大学もだれかの寄贈ではない

かと思いますが，つまり，これを今回

複刻したわけなんで，ご存命℃なけれ

ば，私の名で出ることになったわけで

す（笑）。序文にその由来を入れました

が。　　’

　朝倉　あの本は，柳田泉さんが座右

に置いてましたよ。

　森　人物文献索引関係の参考書。こ

とは，丸山さんがr日本古書通信』（26）

・に執筆されていますね。あれに尽され

ている、と思います。いい批評であり，

・紹介だったと思います。ただ，’丸山さ

んのよう、に，はっきりと，三献目録はL．
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時刻表と同じに，・間違っていてはいけ

ないのだときめつけられると困るのだ

けれど。

外国の例から

　安積　石山さん，・何か関連したこと

で，ご意見はありませんか。

　石山　私も外国のことは，よく知ら

な：いのですが，伝記索引とか文献目録

とかは少ないのではないか，むしろ，

中味のある人名辞典のようなものに，

文献目録がついているという形である

のですね。ウィンチェルのrガイド・

ッー一・レファレンス・ブックス』（27）を・

見ても新しい伝記索引は出ていません

し，先ほど申しましたよ’うに，人物の

略歴が記してあって，プラス文献目録

となっている。それに，外国の場合は

「ディクショナリィ・オブ・ナショナ

ル・パイオグラフィ」（28）があり，桁違

いに大きな人名辞典になっていて，自

身の著作と関連文献をふくめて相当多

くの人を，これで知ることができます

ね。

　森　外国の人は，’どくにヨーtiッパ

の場合だけで，教会があるから調べや

すいのじゃないですか。

　石山　それもあるんだね。材料があ

るんだね。先月聞いた話に，、日本地質

構造論をやって，御雇教師ナウマンと

論争した原田豊吉が，ドイツへ留学し

たときの学籍簿や身分証明の写真の原

版まで残っていたそうですから。

　森、バイオグラフィの編さん者は，

どういうところですか。

　石山　ドイツなんかば，バイエルン

のアカデミニなど，国家的な機関がや

っています。　　　　　t　．’t

　丸山　国家的ですね。

　石山　どこの国でもそうだというこ

とではありませんが，国家的な，日本

でなら国会図書館でやってもよいので

はないでしょうか。

　丸山　とにかく，丁半と金を使わな

ければ，できないのではないですか

ね。

　石山　そうですね。

　丸山・国立伝記研究所みたいなもの

，が，国語の研究のために国語研究所が，

あるように，あってもよいのではない

ですか。

　石山　研究所はどうかな。何か編さ

ん所があってもよいですね。

　朝倉　森銑三さんは，史料編纂所に

おられた頃，カードをこしらえたんで

すが，史料編纂所は，なかなか江戸に

入ってこないからね。　　　・

　石山　さっき，森さ．んがいっておら

れた，朝鮮や中国からきた坊さんで日

本人かどうかはっきりしないという例
は，’ O国たもあると思われるんです。

そういう場合は，日本の文献目録にも

．入ってかまわないのではないでしょう

か。

　導一ロッパの場合，国籍が非常に曖

昧で，たとえば，アフリカ横断のスタ

ソレーの場合など，イギリズでもアメ

リカでも，バイ』オグラフィーが，』ナシ

ョナル・バイオグラフィーにのってい’
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る。もともとイギリスからアメリカに

移って，アメリカの新聞記者時代にア

7、リ’力入りをしで，リゼングろトンを

追跡するわけです。その後ベルギー籍

にもなり，有名になったので，イギリ

スから爵位をやるから帰ってこいと呼

戻され，最後はイギリ．ス人になってい

るのです。国籍は，その間に何度も変

、って・tt ﾇの国のバイオグラ：7三一に：も

1載っている。そう・いうことは他め国に．

もあるわけで，古い人の場合，あまり

厳密に何国人がをきめづけられないの

ではないでしょ、うか。

　森．それと，』これとは，ちまっと違

うんではないかな。日本に来ている場

合はいいんですが，来ないで，，間接に

文献的に影響を与えている場合はどう

なんでしょうね。．

　朝倉』蘭学関係では，・外国人で，・日

本史に深いかかわり菊いρある人もい

ますね。’シーボルトなんかそうです

ね。

　森　とにかく，朝鮮や中国から来た

人の例では，字も同じだし1論文の書

ぎ方も，読んでみても最後まで国籍が

わからないんです。「

下方的な人物の収録』

　俘簾．森さんめお仕事Q場合・地方

的な人物はどのくらいまで収録されて．

いますか。1

　森　相当重い比重を占めています。

各県の県立図書館の郷土資料目録は，

佐賀県以外は全部チュックしました。

各県それぞれ収録の範囲とか編さんの

仕方が違うので，かなり苦労しました

が，『それだけに自信をもっています。

　こちらの「法律・政治編」は，だい

ぶ方々に呼びかけて零集めになり「まし

たそうですが，できたものを拝：回する

と，なるほどと思い’ます。

　朝：倉　最近は，地方史がだいぶ盛ん

になりましたが，そういう・点，地方の

関係の深い伝記は，以前より増えてき

ているめでは。

　森　それと私たちの使ったのは，だ』

いたい30年代の刊行のものが大部分で

しょう6明治百年その他℃，40年代に

ふたたび郷土資料の再編成というのが

出て，地域協力で県下の地域総合目録

というのが，このごろだいぶ増えてい

る。もし，集められるのなら，そうい

うもので改訂したい，と思いますね。

　それに，だんだん，単なる図書・単

行書，’．1人について1冊になったもめ

でなくて，’ p伝類を内容細目を出し

て，たくさんの人を分出するとか1あ

るいは雑誌㊧郷土人に関する記事を出

すとか，あちこちでキメ細かく拾われ

ているのが多，くなっています。、たとえ

ば，岐阜県・富山県等のものなどがそ

うです。そう．いう作業が進められてい

る。拝見していて非常に頼もしい。こ

こまで手が’まわるようになって来たの

・かと思います。

人物を主題別に分けることめ問題

石山．そういう意味では，何か主題
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別というのは，．あまり意味がないと思

うんですが。

　森　その点で人間を主題で分げられ

るかどうが，非常に難しい問題だと思

います。NDC自身が分轄主義をとっ
てV）6’ ｱとが，ζういう作業の場合，

非常に難しぐしているのではないでし

ょうか6江戸時代の人など見ますと，・

たとえばお殿様が文芸人であり，狂歌

師であめ，絵師でもあるというような

ものを，どう評価するかという，それ

ぞれの主題を研究する人の評価の問題

ですね。ですから，、それだけた，主題’

で切るとか年代で切るとかするりは，

あまり得策でないと考えられます。こ

れは，分類表だけの問題ではないでし

ょうね。たとえば，文学者の場合，289

にも入っておれば，9門g）いくつかに

入っている場合と両方にあるわけで

す。あるいは，科学者は科学になけれ

ば：ならないし。「、

　石山　でも，個人の伝記は，一応い

っしょですね。哲学とか文学は違うけ

れど，分類はその辺まで，個人の伝記

、は289に入れるけれども。’

資料源のこと一図書の場合

　丸山　森さん，資料源として，一番

そのたよりにしなけ澗な暁かった
ものは，．私の場合，資料不足だから，

どうしても，・帝国図書館の目録からア

プローチしていって，それからさぐっ

て行ったわけですけれど，そのほか

に，何としても，私の場合は，たとえ

ば，八木さんたちがやったr著者別書

目集覧』（29），’あれをまねたんですよ。

あれには，略歴が出ていて，しかもそ

の刊行された文献が年代順に並んでい

て，その上，その版との区別，そうい

うことを調べるたよりになったわけで

す。ああいった・ミイオ・’ビブリオグラ

フ詫一は，日本ではあまりないわけ

で，ただ先ほど，森さんもおっしゃっ

たように，不完全なものにたよるわけ

です。私は，帝国図書館の目録からア

ブPt一チしていったのですが，あれば

書名でしょう。ですから，全部はじあ

から，終り’まで調べてゆかなければな

らなかった。たとえば，モリタケシな

らモリタケシ，イヌカイならイヌカイ

と。この間に今度感じたのですが，『o
版年が出てな：いし，発行年も出てない

し1それから，ペイジネーションも出

てないし，こういう日本め代表的な目

録でありながら，根本的には書誌学事

項が不十分ですね。目本の図書館行政

のそういう欠陥どいうのも，戦後はよ

くなりましたけれども，戦前の部分を

調べる場合には，よい目録はないです

ね。やはり，国会図書館にお願いして

ということになりますね。明治・江戸

でも著者で引けるような目録を作って・

もらえるとありがたいと思います。

　森　向感ですね。，今度明治緒30）を

やっておられるけれど，あれを早くや

ってもらって，大正編に入ってほしい

ですね。それかち，昭和10年代までの

分を再編成してほしいと思V．・ますね。

もちろん，それは私の方は書名でいい，
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でずけど6

　．調べ方で困りますね。あの旧仮名遣

．いというものがこなぜないと。教育が

グゥイクでないとでてこない。、そうい

うことで，あの重厚が使いにくくなっ

ている。私どもの年令だって，あぶな

いのですから，大学生では，とても使

いこなせないでしょう。その上，刊行

所というのが必要ですが，それがいっ

さいないということもある。それかち

、案外除籍が多い。そこで捜査の糸がプ

ッツリ切れている。もう一度再編成し

一（，　・これだけは必ず持つ℃いるという

こと，まあ，現代の表記で作っていた．

だけたらありがたいと思います。

　丸山　私も最近，・r釣魚大全』とい1

う本を調べてみて，テウギョで引かな

いと出てこないんですta6官制の作成

年代によって，使いわけなければなら

ないですよ。歴史的仮名遣いと現代式

との違いを飲みとんで使いわけるわげ

ですね。

　．．森　来館すれ．ばダカrド目録ではち

ゃんと現代仮名遣いで編成してある中

で探せるんですから，ぜひお願いした

いと思います。・「　　　　tt一

　丸山tt古い図書館は，新しい分類規

．則があって，・それでやっているんです

が，過去のものをどうするかというと

ξがあるんで，東大にせよ，早稲国・

慶応にしろp．t一番困っているのは，過

去の資料の再編成がなかなかでぎませ

んですね。その意味で，国会図書館で

ぜひ先鞭をつけていただきたい。

　森　私の方の作業では，期準準がで

きまして，大助かりしました。大正期

が穴になります。r出版年鑑』（31）が出

た年次から，これによりましたが，だ

いたいこれは再版なんかが）そのまま入

っているので，それは国会のものでチ

ュックして刊行年を調べています。戦

後r全日本出版物総目録』（32）が，しば

らく，・自門では所蔵していなくとも収．

録していた，あめ方式がくずれてしま

幽って，残念に思っていますが，’ ??｢
う形式のものは，確かに出版量も増え

ましたしああいうことは大変なこと

はよくわかっていますが，年次と実際

の刊行と・その間は何か別のもので塀

めるものがあれば，あの形式に戻して

いただけないかと思います。

資料源のこと一雑誌三三の場合

　石山　雑誌論文についてはどうです

か。

森　国会がこれだけの期間，これだ

けの量の雑誌記事索引（33）を続けてい

るということは，大変な業績だと思い

ます。

　戦前だと，歴史関係の文献を探すと

すれば，大塚史学会の目録（34）がひと

つあります。それから，筑波家（35）で

すか，あれはずっと戦争末期まで続い

ている。戦後は史学会が，r史学文献

目録』（36）を昭和25年まで5年分，・’そし1

て以後はr史学雑誌』等の文献速報と

断続的に謂いていますが，一貫しては

いないのですね。

　ただし，使うということになると，
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三三というめはなかなか技術が必要で

す。ときどきに編集方針の変更がある

ので，気をつけてないと，個人の伝記

がまとまっていると思っていたら，そ

うでもない，個人の件名になっている

こと秀回るというわけで，あわてて見

直すこともあります。困りはします

が・しかしあればとにかく使うこ．とが

できまずから。之れは検討してほしい

のですが，・自然科学系統は丹刊でも結

構ですが，やはり年4回の季刊ぐらい

にしていただくと，人文系では使いや

すいのではないかと思います。・

　丸山年1回でもね。むしろキュー
，ムレートが大切℃すからね。それか

ら，人物文献の資料源としては，r愛

書趣味』臨時号の「追悼誌文献篇」（37）

なども役立ちますね。

　森　速報することに意味があるの

か，集めることに意味があるかは，ど

っちの比重が大切かとい5ことでしょ

うが，速報に関しては，あまり気をお

使いにならなくていいんではないでし

まうか。諸雑誌に文献集が出ています・

し，あるζとを専攻すれば，あるルー：

トができますから，なんとなく情報が

集まってくると思いますし，そういう

ものと競合しないで，もらと実質的な

ものにしていただく方がありがたいの

ですが。

　伊藤今度はやはり，ずっとはじめ

からお使いになったのですか。必要な

ところをチェックして。

　森　そうです。分担しまして，カー

ド化しました。だから，ある年次で見

ぜて，やり方を教えると」そんなもの

に載っていないと苦情が出早りします

ので，改めて凡例などみると，何年か’

ら編集方針を改めたということでして

ね。

　丸山　そのカードですね。まず原稿

の段階でカード化する際，’いろんな参

考書から引っぱってくるんですが，自

分の方ではこういう題目とこういう項

目をチェックするんだというごとを決

めておくんですね。その場合，欠けて、

いるところは，現物を見にいってくる

わけですか。

　森　そうです。あるいは問い合わせ

して，ともかく慣れない素人の学生を

主体としてやりましたから，改めてカ

ードに排列しようとすると，50音順に．

するのに非常に困難が生じましで編

成に苦しみました。それが，二次文献

を主にやりましたから，．．同じ人の同じ

：文献について，いろんなカード”が出て

くるんです。層

切り取りのうらめレさ

　丸山　私の場合，東大法学部の明治

文庫に行って，たとえば，福沢の研究

文献だけ集めようと思ったときに，あ

る人が何年三月何日に書いたというこ

とを，やっとこさ二次文献で知った場

合でも，そこがたまたま切り抜かれた

りしてない場合がありまして，がっか

りしました。

　森　ありますね。こちらのことにな

りますが，書名のカードでない。念の
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㍗め著者名でひくと入っている。ある

　いは，・両方になくて件名に入ってい

　る。あれは，やっぱり，閲覧者の問題

　も・あるでしょうね。

　　伊藤往々あるんですよ。

　　森・私も出納にいました時に，閲覧

者がカ」・ドを持って来まして，この本

，・ �oしてくれ，これはどうなさったん

　ですか，と聞くと，ハリガネを牽いて

取って来たんだとおっし・やるんで，あ

一わてて，‘返しておいたことがありま
　　　　　　　　　　　　　　1
す。一

　　丸山　利用者のそういうオリエンテ

　ーショyということは必要で，私の方

　でも，そトういうことがあるんですね。

　．石山　ち切っちゃう人がいるんで

すQ．

　　森『相手に使わせないため，そうい・

うことをするんでらうか．

　伊藤　われわれの方で，．新収本の場

、合は，克明に編成担当者に運労してい

　ます。

　石山　結局，・冊子化せざるを得ない

でしょうね。

人物索引と利用のうらづけ

　、森　私どものやっている仕事を，利

・用のうらづけがあるかということにな

pますと，非常に寒々としたζどにな

6．．んですが。．ですからrとちらの人物．

文献索引が利用のうらづけが確実にあ

るとい，うことは，非常に高い評価がで

きると思います。私はやはり，ある図．

沼館で，r国書総目鋤⑱みたいなも

　　’X　し

のを考えないかといわれたんですが，

これは，一私学でできることではない

ので。r国書総目録』は，それはそれ

なりに欠点があるといいますが，重要

な資料になる，利用のうらづけを背に

’追うている。ああいう編成だからだとF’　’

思いますσまあ，亡り国会の仕事とい

うのは，ここにあるはずなんですか

ら，非常に心強く，利用させていただ

きましたが。

　丸山　とのr人物文献索引』にに，

上野時代の伝記の部分も含まれている

わけなんでしょうか。明治何年とか。

　住谷　明治から以降は入らていま

す。人文編には入っていないんです

が，他の2編には入ってい’ます。

　丸山　ああ，そうですが。さっき，

私が申し上げたんですが，著者名です

べての図書をひくようにするというこ

とは，まったくいろんな意味め条件か

らいって本可能の場合でしたが，今

度，企画あるときに，できるだけそう

い．5明治e’大正のどころまで入れても

らいたいと思います。どうしても，古、

いところを持っているという研究機関

になると，限ちれてしまいます。それ，

牽けに，∫どうしても，そういうものを’

探索でき延せ夕から。、

　森　やはり’1これだけの資料をお持

ちになっているところは，・ほかにない

ですから。これをさらに積み上げて悉

く．d’tも重要ですし，抜けている部分

、を補充して行くことも重要であると思

います。非常に。

　．丸山1それから1各研究室とかジ東
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大とか県立図書館でも，こういう「伝

記目録」というか，人物文献目録を1

冊にして出されるところが多くなりま

した。社史とか，労働組合運動をやっ

た人とか，そういう関係者の伝記資料

を集めているところもありまずけれど

中味を検討してみますと，やはり，収

録期間の点で問題がありますね。明、

治・木正の分がなくて，結局戦後，・旧

館のもっているところを作るだけで，

お互の協力で重複が調整できず，せっ

かく作ってくれているのを悪いのです

けれど，自分の図書館のかわりに作っ

てくれたという感じがし’ますね。

　やっぱり，やっていただくのは，こ

ういう国会図書館でな・くては立派なも

のができないから，資料のあるところ

、でやっていただくのが，』いいのではな

いですか。

　朝倉　上野の参考課で，明治以後の

単行本の伝記目録（39）というものを作

ったことがあるんですよ。菊れをやつ・

たときは，本に肖像が入っているかど

うか書いたのですが，それから来朝外

人のカード目録も作りましたよ。

　森そういうものがあるならば，ぜ

ひ，世に出していただきたいと思いま

す。

　丸山　外国の索引の場合ですが，雑
　　　　　　　　　　　ユ
誌記事索引なんがを見ますと；ソーシ

ャル・サイエンスとか，ヒューマニテ

ィとか，・ナチ』 ?宴求A・サ：イェンスとか

そんな3つ位のある程度大きな分野に

よって人物なりを集めているようです

が，その位のおおまかの方が利用者の

立場からすれば，いしlんじゃない℃し、

ようかね。『雑誌記事索引』なんか見・

ていて，伝記という項目があったり，

それから各主題の芸術家なら芸術に入

れるとか，文学者ならば文学に入れる

となると，それが分散してしま『うる検

索するうえから，2・3ヵ所ひくよう、に

なると思うんですね。その点は，いか’

．がでしょう・。

　石山　私は直接かかわっていないの

で，なんともいえないけれど。まあ，

本当に伝記の部とレてびとつのグルー

プの方がいいと思いますね。

　丸出　伝記とか，著作目録とか，そ

ういうものはやっぱり人物研究のもと

になり・ますから，引きやすく工夫して

いただきたいですね。

、r大正過去帳』のこと

　翌旦　話が違いますが，さっきはじ

めの方でお話が出たんですが，、丸山さ

んのr大正過去帳』の調査方法という

か，素材の収集方法は，だいたいどん

なことなんですか。

　丸山　それはですね，・国会図書館の

方も関係なさらているので，少しさし

さわりがあるんですが。一応は，』新聞

に載った言回報を集めようというごと

で，私は何々新聞，だれさんは何々新

聞と分担し，元年から15年ま℃やろう

ということにして出発したわけです。

　石山　明治の分と，大正の分とで

は，中味がだいぶ違い衷すね。

　丸山　そうですね。
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　石山　それはまあ，できた時が違う

から仕方がないですね。ところで，た’

くさんお集めになったでしょうね。

　丸山、大正で4，000人位でしょうね。

　伊藤　中央紙を中心に，したんです
か。

　丸山　そうです。大阪と東京とに分

けてやりました。はじめは，私が『日

本古書通信』に書いたように，時刻表

・のように，正確，詳細なものにしよう

というわけで，これはどこの記事から

と，出典を明らかにしょうということ

まで主張したんですけれど，やつほり

グループになる．といろいろあるし，ま・

た出版社の方の意向もあったりして，

’だんだんそういう風な主張は後退し1

あのようになりました。

難しい没年などの判定

　朝倉　新聞によって，没日が違うな

んていう例電あるんではないですか。

　、丸山，そうですね。「昨夕7時死亡

・…諱vという昨夕の記事の解釈をあぐ

’って，執筆者が月日をとりちがえるケ

ニスも，あるのではないかと思いま

す。私は，人名辞典で一覧して，大和．

田建樹や馬場辰猪なんかのことを，．

・r図書館雑誌』に例としてあげたんで

すが140），とにがく，2回死んだり，31

・回死んだり，4回死んだり．していゐ例

が多々あるのは，そういうわけではな

いでしょうかね。

　昨夕とか昨夜とカ『いうのが，その新

聞め記事の発行日から見ると，昨夜と

いうのだったら，5月3日と書いてあ

ったら5月2日とし，その操作によっ

て；こういうミスができるのかも知れ

ませんしね。

　石山　そういうのは外国の例にもあ

りますね。ふπつならみたつの系統が

あってね。最近もrシナ図説』・を書い『

たキルヘル（Athanasius　Kircher）セこ

ついて調べたら，1601年誕生説と1602

年誕生説があって，参考図書類にそれ

ぞれ系統をなしています。

　卑下私もチューサー曜年を調べ
てみたんです漆，層rオックスフォTド・

コンパニオン・ツー・イングリッシュ・

リタレチュア』（41），カッセルの『エン

サイクロ．ペディア・オブ・リタレチュ

ア』（42）などを比較してみると，やはり

違いますね。〔、？〕をわざわざづけてい

るものもあるし。

　石山　？けてないものもあるし，断

定的にやっているものもあるし。やは

’り〔？〕をつけておいた方が，それだ

けでもよいですね。ここまではわかっ

たというところがわかって，良心的で

すね。そうかといって，生年や没年を

空欄にされても因るじね。

　丸山　読み方なんかも，そういう点

があります。わかったところや，自分

で調べたところならrζういう風に読

む，こういう風にも読む位なことをつ

けておいてもよさそうなうんですが，

やはり，こう’発表するときのグループ

なり，編集者なりの見識によ6てs．こ

ういう風に統rしてしまうという暗黙

．の了解のようなものが書いていないで
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すね。比較的に。

石山　その意味では，丸山さんの福

沢書誌というのは，非常にていねいで

すね。

正字と略字

　朝倉　名前の場合は，本当のとこい

えば正字でいかなければならないんで

すが，このごろみなめんどうなので，

略字でいっていますね。この点も，問

題にすれば問題になりますね。

　丸山　私も福沢の「沢」という字を，

正字の「澤」では，なくて，略字の「沢」に

したんですが，あれは，一応搾り師で’

監修者になっていただいた富田先生に

相談したわけですが，今の時代に「沢」

という帝位はあわせてもいいの℃はな

いか，そこまで厳密にいったら大変な

ことで，印刷屋泣かせになるのではな・

いか，一とさとされました。’

　朝倉　でも「藝」という字はちょっ・

と因りますね。「芸」だと，ウンだか

ら，「ウンアン（芸庵〉」というのがい

る一んだから。「ゲイアン（藝庵）」では

困りますね。

　森　それは確かにありますね。こち

らも当用漢字をもってあてるというこ

とを原則にたてたんですが，いわゆる

正字の問題は出てくるんですね。

　要するに，いま出た「藝」を機械的
に「芸」’ ﾉ直したりしてよV）ものかど

うか。標目はそれでたてられるん℃す

が，結局二次文献なんかを主体に集め

た弱みで，論文がどうなっているか確

認できないわけで，そのため思い切っ

て当用漢字がある限りは当用漢字で機

械的に振り直してしまう。それからは

み出し字は，・正字で入れるということ・

にしました。それから，かなづかいの

問題があり溶す。’

　　　　人名のつづりと読み

　丸山　石山さんは整理畑なんです

が，私はタイトルページなんかの部分

でも，そういうことがよくあるのでは

ないかと思いますが，どうですか。

　石山　今，書名だけは忠実に，標盲

になる個人名は直してしまうというよ

うなことをしていますが，まあ，なか

なか難しい問題ですね。外国人名辞典

なんかの場合でも，たとえば，メル如

，トールなんかは，オランダ語のつづり

ではGer｝lard　Kremer，フランス語で

はGerard　de　Cremer，ラテ：ソ語つづ

りではGerardus　Metcatorと，それ

ぞれの場合で違うわけです。むご5の

百科事典にも同様な難しさがあります

ね。日本だけの問題ではないという気

がするんですがね。

　朝倉　しかし，日本ほ読み方が困る

んですよ。

　石山そうですね。「ローマ字と漢

字，三音文字と三三文字で違います

ね。．コンビ）’　a！一タでやってもよいのだ

けれど，コンピュータにのせるまでが

大変なんです6その基礎資料ができて

いないでしょう。

　丸山　原敬なんかは，ケイと読むの・
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か，、タカシ，と読むのか，犬養だって，

ツヨシだか，コワシとか，キだカkとな

’ると，どうにもならないですね。これ

・．は犬養の場合ですが，r福沢諭吉とそ

の門下書誌』を調べている時，ツヨシ

な触・コワシなのか油なのか初・．

らなカヤっ牟ので，富田先生に読み方を

聞いたところ？・ちょうど昭和7年が慶・

応義塾の創立75年春あ6たのですがそ

の式典に文部大臣として彼がやって来

て・祝辞を読んだそうです。そのと

き1富田先生が出席していたので，・耳

をそばだてて最後の結びで，犬養なん

孝読むかと聞いていたち，．キと読んだ

そうです。しかし，犬養のおやじは，

　iワシと名付けたそうでず。実瞭こん

な例は，難しいひとつですね。

　．石山　そういう．ことができる場合

は，いいけれど。

　森　　本当に軍確というのは，わか

らないのではないかしら。平当社の人

名事，典をつく・るとき，どうやって決め

たのか，異なる読み方が数種でてきて

も，．どれも間違いともいえない’しね

え。

　石山　漢字の字画順というのも，索
引に需要庵すね。

　朝倉．原敬はどう読むんですか。

　住谷　タカシですね。いろいろある

ゐですが，うちは平凡社からと？た場

合は平凡社と入れておいて，最後に調

整したわけです。遺族に聞いて，タカ

シであると。たとえば，『議会制度七

十年史』の衆参の議員名鑑（43）では，「こ’t

。れこれと注してジ最後に多少の調整は

したんですがね。

　石山　だけど，菊地寛1．＆，「カンで通

ったから，自分で通しちゃったとか。’

　森　地方に問い合わせたとき，当方

もわかりかねますという返事や，．ごく

普通にお読みくださって結構ですとい

う返事がきたこともありますが，わカ∴

りますね。

石皿欧文の郎女でも書いていれ

ば，署名の戸一マナイズでわかるんで

すがね。

　丸山　そういう例はいろいろありま

すね。以前に慶応の図書館長荘つた野

村兼太郎教授は，自分は親からつけてi

もらったのはカネ澄明ウというんです．

が，世間の人はケンさんとか，「カネさ

んと呼ぶんで，自分ではカネ野馬ウと

思っていたけれど，あ’まりに皆がケン

タPウと呼ぶんで，最後には「ケンタ

Pウにしたよ」といっておられたとい

う話です。

　実際には，通称とのかねあいもあり

ますからね。私としては，こういう読

み方もあるといケことを1人名辞典を

編集する時に書い一ておいていただいて

もよいんではないかと，考えているん

ですが。

　石山ほんとうに典拠を明らかにで
きると良いですね。ただ，“ Xペースdi　一

点も問題になりますね。典拠文献を一

括し倦末に挙げゴ文献番号で本文中

には指示した岩波のr近代日本総合年

表』（44）めようなやり方も・あるし。

　丸山　そこまで，できる人とできな

い人もありますね。全部の人がそのよ
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うにいろいろな読み方がある場合，全

部の読み方が調べつく場合は動きるん

ですが，やはりr大正過去帳』をやつ、

てみても，はじめからやろうといって

はいても，現実問題ではなかなか。

　鈴木　人名に関連して，、たとえば広

重，蕪村など，姓をつけないで呼ぶこ

とが多いのですが，、これらの扱い方も

難しいですね。

　森　相互に参照をつけるほかないで

すね。

　それに，．それぞれの分野の専門家に

その分野での道具を作っていただきだ

いものです。

’きわめつけの難しさ

　鈴木　道具の不足ということは，皆

さんめ悩みでもあり，われわれの悩み

でもありますね。不足のところを，他

’に求めるわけですが，どのように力三

一していくかということは問題です。

ぞρ意味では，事実文献類が上ってき

ますね。最近では，森銑三さんのr近し

．世文芸家資料綜覧』（45）などがあります

が。

　森道具がないといっ℃も，どうし

ても何かの形できわあをゆけなければ

排列が決まらないのですから，その辺

は困りましたね。どうしても読めない

ものはジ標準的な＄ので読むとか，あ

るいは音で読むとするとかしてしまい

ましたけど。ですから，伺Pt人でこの

ために数ゐ所に載ることになるかもし

れないことは，予想されます。

　丸山さんの方は，きわめつけの道具

のないところは，どうされまレたか。

　丸山　やはり，音で読むとか，機械

的に考えざるを得なかったですね。遺

族のところへ手紙を出したり’して，努

力はしたんですが。

手がかりとしての人物文献索引

　熊田　私が思うんですが，日本では

こうして，人物卒献索引という形で出

されましたがゴ少くともヨーロッパで’

は，あまりインデヅクスというものは

少ないのではないでしょうか。

　石山　要するに，文献目録だけとい

うのは少ないですね。

　熊田．人物だけというように限られ「，

セいることにも，ひとつ間題があると

思うのですが。イギリスを例にとりま

すと，ある人吻を探ぞうとすると，あ

る特定の主題地域などについての書

誌がかなpできていて，その中に人物

が含まれているというような形が非常

に多いわけです。

　特に，人物というのは，必ず歴史的

なバヅク・グラーウンドを持っているわ

けですから，この点は重要なことだど

思いますね。

－私どもの作ちた索引は，作成にあた

っては，まず固有な人物が，ある書物

のタイトルにあらわれてくるか）・ある

いはサブタイトルの中にあらわれてぐ

るかを，・’まず基準たしたわけです。そ

うなると，私どもの索引は，まったく

不完全なものであって，むしろ1これ
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　　　　はガイド・ブックであると考えている

　　　　わけです。具体的な例として，最近の

　　　　例なんですが，、私どもの人物文献索引

　　　　に・i点しかあがっていない人物につい

　　　　て，いろいろ詳しいことが知りたいと

　　　　いうことになりますと，その人の活動

　　　　した分野から，いろんなトゥごルとい

．　J　うのは，たくざんかくされており，そ

　　　　の意味でも，完全を期してもまったく

　　　　完全ということはできないわけです。

　　　　r人物文献索引』というのは，あくま

　　　　でも各分野の目録・書誌が不足してい

　　　　るということからきている日本酌なも

　　　　めとも思われますね。

　　　　　石山　一般的に書誌が不足している

　　　　という・ことも，一因していますね。

　　　　　安積　人物そのものに非常に関心を

　　　　持っているという点が，日本的だとい

　　　　うことはないですか。

　　　　　石山　ここ数年，ニューヨーク・タ

　　　　イムズのブヅク・レビュ曽その他の外

　　　　掴の書評紙を読んで来ていますが，書

　　　　・評の対象になるものに，伝記が非常に

　　　　．多くなっていますね。ベストセラーズ

　　　　の中にも，ノ：ソフィクションとしてい

　　　　くつかは伝記が出てくるという状態な

　　　　わけです。目本では，最近は歴史ブー

　　　　ムもあワまずけれど，日本とは違って

　　　　いますね。

　　　　　安積　伝記というのと，いま考えて

　　　　いる人物文献というのは，ちょっと微

　　　　妙なずれがあるのではないですか。こ

　　　　の点，とくに社会科学部門では，．らん

　　　　ぼうな言い方をすると，．，人物に興味が

　　　　あるのではなくして，、そのバック・グ

ラウンドに興味ボあるという例が多い

のではないでしょうか。

　石山　要するに手がかりなわけです

、ね。レ’ファレンズの場合でも，たとえ

ば，ある事件を調べるためにも、，その

中のあるひとりの人間を探して手がか

りにするというのも，、ひとつの方法で

すね。その手がかりとしても，意味が

ありますね。

　安積　この意味で，いま熊田さんが

おっしゃられた一ように，第1次的なと

いうか，「 Dひとつの手がかりの資料とし

て作成されたということにもなりまし

ようね。

　熊田　私どもの法律：・政治編が対象

にしたもみは，明治以降に作成された

ものに限られますし，対象者も日本人

について明治以降の人に限られていお

り，いわゆる伝記として出版されてい

るよりも，むしろかなりその人物を顕

彰するという立場から書かれたものが

比較的に多いですね。見方によっても

違いますが，その人物を客観的に位置

づけようとする方向は，雑誌論文には

出てくるかも知れませんが，個々の本

には出にくいというような点があり’ま

す。日本における伝記の存在がこうな

っているというめも，違；つた意味があ．

るのでしょうか。

　外国の場合，必ずしも人物に全面的

に共感的な立場から書かれたものには

’限らず，その点，人物というものの見

方が違うのではないか。、

　こういう．意味ではジr入物女流索引』

などを手がかりとして，個々の最も完．
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全なものがでてきたワ，あるいは，個

々の図書や雑誌論文の後には，必ず文

献の目録をつけてくれるというような

風潮も出て来てくれるとありがたいで

すね。

おわりに

　安積　そろそろ時間も迫っておりま

すので，最後に，これから必要な方向

とか，いままでの経験から必要と思わ

れたことなど，層 ｨ話しねがいたいと思

います。

　森　どうでしまうね。人名辞典では

なくて，人名便覧をどこかで作っては

くれないかしら。何をしたかという物

語的な記載はV・っさいなしにして，読

み方はなん通りがある。全部列記しだ

ってかまわな㍉・・何辞典にはこう載？

ている，あるいはきわめつけられるの

だったら，きわめつけをしておく。そ

れから，生没年，必要な業績。あと

は，業績，著書があれば書名を列記す

る。たとえば，太閤秀吉が偉くて，何

をしたかなどということは，本を見れ

ばわかるんですかち，文献目録のうら

づけがあれば，そういう便覧の方が，

中間として便利ではないかと思うんで，

す。r漢学者伝記及著述二三』（46）のよ

うな風なものを，もっと開発したらど

うだろうか。それがあって，はじめて

、－ ｳ確な人名辞，典に進むのではないかし

ら。ぜひ，これをどこかで，大正の蔵

書目録が終ったら，つぎにやり’ません

か。部分部分はすでに刊行されたもの

もあるのですから。

　また一方，各分野で責任あるものを
編成して，』 l名の呼び方や，・用語の標

準化を計ってほしいものです。文学・

仏教の各宗派のものなど，ぜひほしい

と思っているのです。

　それと，注文ばかりになりますが，

叢生・列伝類の分轄をして，索引を作

っていただけないものか。人物文献で

は，その部門の人しか出てきません。

各冊で同じ本を見ながら∴部分部分し

か出さないのは，労力が無駄ですし，

総合的なものをほしいのです。そし

て，現在の既刊分の被伝者総索引を編

成して下さい。各冊に同一人物が出て

いて，収載文献の違うこともあります

し，利用者側からすれば大変ありがた

いと思います。まとめという意味あい

にもなると思いますが。

　また，館の運営方針にかかわること

ですが，収書を網物的にすることを計

画していただけでないでしょうか。過

去の分にも個人出版物等ずい分ないも

のがあります。納本制度があったので

すから，本来ありえないほずですが。

また，最近は納本率が下がっていると

．聞きます。それも学振図書のような発

行部数が少なく，個人で入手できない

ような単価の高いものほど，入っこ（い

ないようです。逆にそういうものほど

図書館にあるべきだと思いますが，こ、

の点方法はないものでしょうか。一

　それと先ほども，雑索のことでも申

し’ましたが，雑学の編集方計もときど

き変更があります。そのほか，総合目．
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録の編集方針等，重要な業務上の変更

がしばしばあり・ます。多少のことがあ

ぢてもゴできるだけ変更・改軍は少な

　くしてほしいものです。』、とくに雑誌の

聯名は困却しています。r和雑誌目録

稿』と毎年の逐次刊行物目録とでは，

洞一誌で，異なるものが少なくありま

せんね6

　丸山　伝記文献や人物文献は，どん

な調査研究においでも基本的な資料で

すから，現在おこなわれている「人物

索引」を，ぜひi各方面の要望を調査

して；利用者の使いよいように編集に

工夫をこらして，継続的に刊行してい

声だきたいものですね。

　国会のr人物：文献索引』．のいままで

の3冊みうち，とくに経済・社会編と

「法律・政治編を一本にしてダr社会科

学編」とされたらいかがでしょう。國

　こ㊧種の索引の作成のご苦労，困難

さについては，ζれまでの座談の中

，で卸いろいろな面を皆さんが事例とし

てあげられ’ましたが，私はp．結局，ポ

イ・ン5としてつぎのようなことがいえ

ると思うんです。幽

　まず，人名の採録の状況ですね。

　つぎに，没年，生年月日も含めて，

記事の正確さが重要ですσ．よくレ1冊

の本から孫引ぎされるもので，’オリジ

ナルになっているものにミスがあると

全部あやまってしまう可能性がありま

す。必ず？2組かそれL4上の参考書を

対照する必要がありますね。氏名の読

み方については，いま森さんがいわれ

層たよう｝e，「人名便覧ゴが確かに洋琴’

です。ちょうど）．t ｭ音辞典のように，．

ひとりの人の読み方は，’いく通りにも

読まれるので，’それらを網羅したもの

，がほしいですね。’　　　　　”

　また，雅号，．襲名者一覧，ペンネー

ム便覧なども，同様に必要でしょう　！

ね。　　　　．　、

　’最後に，できれば，人物書誌作成ゼ

ごユアル（便覧）のようなものが編集

されると便利ですし，後学者のために

なると感じますね。

　石山　いま最後に丸山さんがいわれ

た，マニュアルの例として，アメリカ

議会図書館には，『ビブリオグラフィ

ガル■一プロセデュア・アンド・スタイ

ル』（47）というのが，1954年にできてま

すが，国会図書館でも考えてみてもよ

いだろうと思います。

’1いま’までのいろいろなご注意やご忠

告を，単に人物索引の問題だげとして

ではなく，国会図書館の自験書誌作

成の上で，広く生かすようにしたいも・

のです。

　安積　それでは，このへんで終りに

したいと思います。どうもありがとう

，ございました・・

　　　　（昭和48年5月19日当館にて，

　　　　　　　　：文責　編集委員会）

　文献注、

（1）・国立国会図書館参考書誌三編r人物文’

　献索引』国立国会図書館　’3冊

　人文編　昭和42388p昭和20－39年
　刊行分

　、経済．・社会編　昭和44Z83回忌明治以

　降一昭和43年刊行分　清和堂書店（発売）
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　署『1・900

　　法律・政治編　昭和47397p．明治三

陸昭和46年刊行分H回忌筋会・

　（発売）　￥5，400

’②　法政大学史学研究室編『巨本人物文献

　目録』平凡社　四六倍判　約1，200p．

　〈刊行予定〉

．（3）日本学術会議第1部編『文科系文献目

　録』　X【V　目本近代史・伝記篇　日本

　学術会議　昭和3865p．

（4）：東京市立日比谷図書館編r伝記資料索

引』鯨搬所、昭和3一・35冊
’（5）高梨光司編『維新史籍解題　伝記編』

　明治書院　昭和10　13，17，342p．

（6）林亮勝・村上直共編「明治以降伝記書

　総面骨」　r白本歴史』第138号　pp．70－

　120　昭和34．12

（7）東京大学経済学部研究室編『東京大学

　経済学部研究室所蔵社史・実業家伝記目

　録』　東京大学経済学部　昭和39321p．

　（和書主題別目録1）．

　　東京大学経済学適期r東京大学経済学

　部所蔵続社史・実業家伝記目録』　東京

　大学経済学部　昭和45124p．　（和書主

　題別目録8）
　　一橋大学産業経済研究所資科室編r本

　醜態者史瞼』招餌44127P．嚇
　殊文献自国3）

、｛sj丸山掌編r慶応義塾文献集慶応義塾

　創立百年記念』　慶応義塾隼活協同組合

　・「昭和33－A5　123p．
．’

o9）　『慶応義塾百年史』　付録　昭和44

　548p．『図版

（lp）・富田正文監修・丸山三編『福沢諭吉と

　その門下書誌』慶応通信昭和45274p．

⑳’『慶応義臣姓名録』　第1号一領29号

　28冊　人名索引・1冊　文久3年春ト明tt

　治34年11月

囮　成瀬礼三郎編『銅版絵本近世英名百首

　伝詞　明治14袖珍版　50丁、

圖　大植四郎編『国民過去帳』，明治之巻

　尚古房　昭和10　私家版・1264p．

圓桶四郎編r明治過去帳物故人名辞『

　典』新訂版、東京美術昭和461264P・

　￥15，　OOO

個　稲村徹元・井門寛・丸山信共編r大正

　選去帳　物離人名辞典』’東京美術　昭

　和48　1冊　￥4，800
・⑯　木村異論『兼葭堂一興』　〔大阪〕　兼

　葭耳目記刊行会（中尾松泉堂書店）　昭

　和47　6冊（解説共）　31cm和tt羽間
　文庫蔵本の複製　解説（水田紀久著　励

　図59p・21cm）　秩入箱入　カバー付

　限定版　翻刻養鯉にあり

（17）平凡社r大人糠典』昭和38－3・1・冊

（18）　『大日本人名辞典』’t新訂版　同刊行

圃　芳賀矢一『目当人名辞典』大倉書店

　大正31174P．

　会編　昭和12　5冊

圃　河出書房新社『日本歴史大辞典』　甲

　和31－3ら24冊，（別巻共）’　　一

’⑳　鷲尾順敬編『日本仏家人名辞書』　肖増

　訂3版東京美術昭和44本文364，13．’

　．19，　181p．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　／圃大塚武松編r館履歴』上・下巻

　目本史籍協会昭和2つ珊
圏　江戸のは『江戸当時諸等人名録』　（文

　化12年，文政元年）．『江戸現在広益諸家

　人名録』（天保7年，同13年，文久元年），

　京都のは『平安人物志円　（明和5年；安

永4年夫明2年文化・・集文政5隼
　向13年，天保9年，嘉永5年，慶応3年），

　大阪のlxr浪華郷友録』（寛政2年・安永

　4年，文政6年），『新刻浪華人物志』（文

　政7年），『浪花当時人名録』（嘉永元年）

　　r湶華甲流記』（弘化？年，安政3年）な
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　．ど。

図　江戸時代の大名や旗本などの武家の姓

　名，・系譜幽所領，紋所などを記載。慣例

　と．して毎年改訂・

飼　矢島玄亮編．r本館所蔵入名辞善類総目，

　録（予備版）一和漢書一』　東北大学附

属図書館　昭和41155p．昭和39年現在

　く参考資料第69号）　謄写版

飼興信「書誌案内（4）人物篇（日本）」

　r暦本古書通信』昭和43年4月号

　pp．　16－17・

（20　Winchell，　C．　M．，Guide’to　Reference

　．Boofes．　5th　ed．’Chicago，　American

’Lihrary　Association，　1967，　’7．41p．’

圏　たとえば，前掲書pp．167－190参照。

圏，川島五三郎・八木福次郎共編r著者別

　書目集覧』’六甲書房　昭和19291p．’

　14　×　19cm

　・同『著者別書目二二　近代作家り80人』

　八木書店　昭和34、537p；13×19cm

圃　国立国会図書館整理部編『国立二会図

’書館所蔵明治期刊行図書目録』’　歯立国

　会図書館『紀伊国屋書店『（発売）’

　第1巻哲学・宗教r歴卑・地理㊧部
昭和461009P．辛4，珈

　　第2巻政治・法律’・社会・経濱産業

　・統計・蓼育・兵事の部　昭和47890pl

　￥3，　800

　　第3巻自然科学・医学・農学・工学

　・家事e芸術・体育・諸芸の部昭和48

　863P・￥5，300　　（以下続刊）

圃一『東京書籍商組合図書総目録』　同組合

　明治26一昭知IS　9冊

　　r出版年鑑』　1926－28年版　国際思潮

研究会　3冊

　．昭和4715年版　東京書籍商組合－12

　冊

　　昭和5－16年版　東京堂「12癌、

　　r書籍年鑑』　昭和17年版協同出版社

　昭和17　1冊

　　r目：本出版年鑑』・昭和18年版　協同出

　版社　昭18　1冊
　　昭和19「一2i年三，昭和22－23年版、目’

　本出版共同　昭和22－23　2冊

　　『出版年鑑』　1950年版　出版ニュース

　社　昭和26一

國　国立国会図書館編『全日本出版物総目

　録』　昭和23年三一　国立国会図書館

　昭和26一

圃　『雑誌記事索引』　国立国会図書館，

　　人文科学編　1巻’1号一1’7巻12号し（昭

　和23年9，月一昭和39年12月）・

　　人文・社会編　18巻1号（昭和40年1

　月）一

　　自然科学編　1巻1号一15巻12号（昭

　和25年1月一昭和39年12月）

　・科学技術編　16巻1号（昭和40年1月）

・図　大塚史学会編r綜合国史論文要目』力

　江書院　昭和！4627P・

飼　筑波家国史研究部編『国史学界』　．昭

　和4　一18年　昭和5－20　15冊．

圃　史学会編『史学文献目録』1946－19『0

再版山川出騨，昭和27204P・
團　「迫面上文献篇」　『愛書趣味』臨時号

　昭和7年8月；9月
圏　『国書総目録』　岩波書店　昭和38－47

　8冊

圃　カード6未刊。

＠o）丸山信く参考図書ABC＞　（4）一「人

　名録」「人名事卑」o比較　『図書館雑誌』・

　62巻9号　pp．420－423昭和43年9月

（41）　Hart，　James　David，　The　Oxford

　companion　to，　American　lite’rafure．’

　4th　ed．　Maruzen　Asian　ed．　New　York，

　Oxford　University　Press；，　Tokyo，
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　Maruzen　（1965，　c1956）　991p

a2）　’　Cassell’s　encyclopaedia　of　literature．

　Edited　by　S．H．　Steinberg．　London，

　Cassell　（1953）　・2v．

團　r議会制度七十年史』　衆議院・参議院

　共編　大蔵省印刷局

　　貴：族院・参回忌議員名鑑昭和35337p．

　　衆議院議員名鑑　昭和37　566p・

團　r近代目本総合年表』　岩波書店編集部

・編　岩波書店　昭和43461，78p・

㈲　森銑三等編『近世文芸家資料綜覧』東

　前堂出版　昭和48200p．

囮『小川貫道編『漢学者伝記及著述回覧』

　名著刊行会　昭和45・781，12p．

（47）　U．S．　Library　of　Cong．ress，　General

　Reference　and　Bibliography　Division，

B雌・9・ψゼ∂αz仰・・4・・…銚雛∫α

　manual　for’bibliographers　in　the　Li－

brary　of　Cortgr．ess．　by　B．？．　Mc　Crum

　and　H．D．　Jones，　Washington，　1954，

　reprinted　1966，　133p．

レフ・レン噸例

本山荻舟の著書とプロフィル（個人）

　〔回答〕

当館所蔵の著書を，刊年順に列記します。

近世数奇伝　金桜堂書店・文正堂書店

大10

続近世数奇伝　信義堂　大10

田舎源氏　源氏会　大ユ0

目蓮　光華堂　大11　（大14報知新聞社

　刊）・

「続近世剣客伝　報知新聞社　大12

宮本武蔵　外13春陽堂　大13

　（読物文芸叢書第3）

‘名人崎人前後編　2冊　至論堂大8

　～15　（昭46桃源社復刊）、t

同　改訂版・前編　至玄堂　大15

一刀流物語東洋出版社・大15

江戸前新巷談　大阪・波屋書店　大15・

戦国余情　騒人社　昭2

維新外史　公武合体篇’至三社三三3

美味廻国　四条書房　昭6

義人群像　四条書房．昭7

板前随筆　岡倉書房　昭10

日本食無道　実業之日本社　昭13

：飲食系図　関書院　昭23

舌の虫干し朝日新聞社昭25

差油食事　住吉書店　昭28

小唄入門　杉原残華と共著　住吉書房

　昭29　（略33東京邦楽社刊　昭42

　柏屋出版部）

一刀流と土刀流　同光社　昭30（大衆

　小説名作運）

美味はわが家に一息日食談　住吉書店

　昭36
近世剣客伝　鱒書房昭31（歴史新書）

随筆的飲食毒薬誰房騨
　飲食事典・平凡社　昭33

美味の遍歴　寺下辰夫著書　鋼書房

　　昭34

　可美物解腫　橘右近選・本山三舟解団

　　製菓実験社　昭34

　大衆文学大系　5　講談社　昭46

　　内容一前田曙山，本山荻舟，平山藍

　　江。本山荻舟集の所収作品は，近世

　　数奇伝，’一刀流物語，二回忌物語

　プ泣ラィルについては，この大系5巻

巻末の年譜が参考になるかと思います。
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